
１）技能伝承・教育の見える化

２）安全優良人育成の見える化

３）気掛り作業（ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ）の見える化

「見える化」活動の事例紹介

４）ＳＫＹ（危険予知から怪我避けへ）
活動の見える化



１．技能伝承の見える化

取り組み内容

１）各作業毎に技能評価を実施・掲示で相互啓発

２）個人技能評価の確認（２回/年） 評価項目を作業単位で設定

技能レベルを３段階評価
レベル１=目標未達
レベル２=目標まで今一歩
レベル３=目標達成



●多能化の見える化

必要資格

職場単位



安全優良人育成の見える化

●個人安全評価による個人面談

個人面談の流れ

①自己評価

②課長・主事評価

③所長評価

面 談



●「個人安全評価」活動の開示

安全基本動作項目

自己評価後
上司コメント

自己評価後
上司コメント

個人毎に自己評価

安全優良人育成の見える化



気掛り作業（ＲＡ）の見える化

ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄのＤＢ化による見える化



リスクアセスメント活動 リスク低減活動事例

改善前 改善後

気掛り作業（ＲＡ）の見える化



リスクアセスメント活動 リスク低減活動事例

職場へ掲示

見える化の推進

気掛り作業（ＲＡ）の見える化



ＳＫＹ活動の見える化

●ＳＫＹ安全シートの掲示と活用

作業を選定

対策が一目でわかる様に図示

危険ポイントのチェック

※ ＳＫＹとは

従来のＫＹ（危険予知）を（怪我避け）まで

進化させる活動として展開する


